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5. 資料整理とりまとめ 

5.1 対象資料 

別途業務により実施された各種地質調査計測結果の評価及び考察（異常データのチェック含む）を

行った。 

評価及び考察を行った項目は以下の通りである。なお、2)弾性波探査については、”4 弾性波探査

（解析等調査業務）”に示した。 

1） ボーリング調査 

2） 弾性波探査 

3） 室内岩石試験 

5.2 ボーリング調査 

ボーリング調査結果について、総合的にトンネル地山を評価する上で、同一の観点からボーリング

コアの観察・評価を行うことが必須の条件と考えられることから、別途業務の成果(ボーリング柱状

図)を見直し、図 5.3.1～図 5.3.7のコア写真にとりまとめた。 

なお、ボーリング柱状図に示す「岩級区分」は表 5.3.1に基づいている。また、「硬軟」、「コア

形状」、「割れ目の状態」、「風化」、「変質」の各項目は表 5.3.2に基づいている。 

 

5.3 水平ボーリングの湧水状況 

起点側の BH-1 では、深度 34.0m で 4L/m 程度の湧水が始まり、深度 51.5m まで、最大 240L/min の

湧水が続いている。一時、湧水は一時止まるが、深度 64m で再び 100L/min の一時的な湧水が認めら

れた。このように恒常的なものは見られず、古期崩壊堆積物中の宙水であった可能性がある。 

終点側の BH-2 では、湧水は認められなかった。 
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表 5.3.1 ボーリングコア鑑定についての岩盤等級区分基準（硬質塊状岩盤） 

 
出典：「岩盤分類」昭和59 年 8月、日本応用地質学会 
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表 5.3.2 ボーリングコア鑑定についての細区分基準 

コア硬軟区分判定表

風化の程度の区分基準（泥質岩）

記号 風化の程度 

w1 非常に新鮮である。

w2 新鮮である。層理面、片理面に沿って僅かに変色があり割れ易い。 

w3 弱風化している。層理面、片理面に沿って風化している。 

w4 風化している。岩芯まで風化している。ハンマーで簡単に崩せる。

w5 強風化している。黄褐色化し、指先で簡単に壊すことができる。

熱水変質の程度の区分基準

記号 変質区分 変質状況 

h1 非変質 肉眼的に変質鉱物の存在が認められないもの。 

h2 弱変質 
原岩組織を完全に残し、変質程度(脱色)が低いもの。あるいは非変質部の割合が

高いもの(肉眼で 50％以上)。 

h3 中変質 
肉眼で変質が進んでいると判定できるが、原岩組織を明らかに残し、原岩判定が

容易なもの。または非変質部を残すものおよび網状変質部。 

h4 強変質 
構成鉱物。岩片等が変質鉱物で完全に置換され、原岩組織を全く～殆ど残さない

もの。 

硬軟の区分基準

記号 硬軟区分

Ａ 極硬、ハンマーで容易に割れない。 

Ｂ 硬、ハンマーで金属音。

Ｃ 中硬、ハンマーで容易に割れる。

Ｄ 軟、ハンマーでボロボロに砕ける。 

Ｅ 極軟、マサ状、粘土状

ボーリングコアの形状の区分基準

記号 模式図 ボーリングコア形状 

Ⅰ 長さが 50cm 以上の棒状コア。

Ⅱ 長さが 50～15cm の棒状コア。

Ⅲ 長さが 15～5cm の棒状コア。 

Ⅳ 長さが 5cm 以下の棒状～片状コアで、かつコアの外周の一部が認められるも

Ⅴ 主として角礫状のもの。

Ⅵ 主として砂状のもの。 

Ⅶ 主として粘土状のもの。

Ⅷ  コアの採取ができないもの。スライムも含む。(記事欄に理由を書く)

割れ目状態の区分基準

記号 割れ目状態区分

ａ 密着している。あるいは分離しているが、割れ目沿いの風化・変質は認められない。

ｂ 割れ目沿いの風化・変質は認められるが、岩片はほとんど風化・変質していない。 

ｃ 割れ目沿いの岩片に風化・変質が認められ軟質になっている。

ｄ 割れ目として認識できない角礫状、砂状、粘土状コアとなっている。

（一社）全国地質調査業協会連合会の「ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・解説」より 
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図 5.3.1 起点-鉛直 BV-1 L=23.0m 見直しボーリング総括図 
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図 5.3.2 起点-水平 BH-1 L=80.0m 見直しボーリング総括図（１） 
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図 5.3.3 起点-水平 BH-1 L=80.0m 見直しボーリング総括図（２）
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図 5.3.4 起点-鉛直 BV-1-1 L=40.0m 見直しボーリング総括図 
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図 5.3.5 終点-鉛直 BV-2 L=15.0m 見直しボーリング総括図 
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図 5.3.6 終点-水平 BH-2 L=50.0m 見直しボーリング総括図（１） 
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図 5.3.7 終点-水平 BH-2 L=50.0m 見直しボーリング総括図（２） 
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試験方法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法 浮力法

湿潤密度ρt (g/cm
3
) 2.687 2.716 2.621 2.638 2.633 2.636 2.657 2.651 2.655

飽和密度ρt (g/cm
3
) 2.692 2.720 2.628 2.644 2.641 2.641 2.662 2.657 2.661

乾燥密度ρt (g/cm
3
) 2.655 2.688 2.598 2.619 2.609 2.620 2.643 2.636 2.634

吸水率  Q  （%） 1.4 1.2 1.2 0.9 1.2 0.8 0.7 0.8 1.0

有効間隙率  ne（%） 3.7 3.3 3.1 2.5 3.2 2.1 1.9 2.1 2.7

状     態 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾 自然 湿潤 絶乾

密度ρt (g/cm
3 
) 2.661 2.660 2.634 2.652 2.655 2.628 2.659 2.663 2.648 2.665 2.668 2.654 2.644 2.649 2.621 2.651 2.654 2.637 2.660 2.664 2.650 2.653 2.656 2.642 2.656 2.659 2.639

P波速度Vp (km/sec) 4.56 4.60 4.30 4.89 4.94 3.70 5.46 5.55 5.00 5.35 5.48 4.97 4.84 4.93 4.52 5.29 5.40 4.94 5.22 5.29 4.91 5.16 5.25 4.79 5.10 5.18 4.64

S波速度Vs (km/sec) 2.19 2.22 2.15 2.23 2.29 1.73 2.54 2.56 2.49 2.52 2.61 2.50 2.42 2.52 2.36 2.51 2.56 2.43 2.80 2.97 2.51 2.54 2.70 2.47 2.47 2.55 2.33

動ポアソン比  νd 0.350 0.348 0.333 0.369 0.363 0.360 0.362 0.365 0.335 0.357 0.353 0.331 0.333 0.323 0.313 0.355 0.355 0.340 0.298 0.270 0.323 0.340 0.320 0.319 0.346 0.337 0.332

動せん断性係数

Gd  (MN/m
2 
)

1.28E+04 1.31E+04 1.22E+04 1.32E+04 1.39E+04 7.87E+03 1.72E+04 1.75E+04 1.64E+04 1.69E+04 1.82E+04 1.66E+04 1.55E+04 1.68E+04 1.46E+04 1.67E+04 1.74E+04 1.56E+04 2.09E+04 2.35E+04 1.67E+04 1.71E+04 1.94E+04 1.61E+04 1.63E+04 1.75E+04 1.45E+04

動弾性係数  Ed(MN/m
2
) 3.45E+04 3.54E+04 3.25E+04 3.61E+04 3.80E+04 2.14E+04 4.67E+04 4.76E+04 4.38E+04 4.59E+04 4.92E+04 4.42E+04 4.13E+04 4.45E+04 3.83E+04 4.53E+04 4.71E+04 4.17E+04 5.41E+04 5.97E+04 4.42E+04 4.59E+04 5.11E+04 4.25E+04 4.37E+04 4.66E+04 3.86E+04

状     態 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然

密度ρt (g/cm
3 
) 2.666 2.678 2.623 2.664 2.650 2.680 2.675 2.671 2.663

圧縮強度 σc （ MN/m
2 
） 116 58.3 47.9 225 58.8 104 148 64.4 102.8

含水状態 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然 自然

密度   ρt (g/cm
3 
) 2.661 2.656 2.651 2.622 2.633 2.617 2.646 2.633 2.640

引張強さ σt （ MN/m
2 
） 4.75 5.97 5.04 14.3 7.61 10.7 12.0 4.17 8.07

24.5 9.77 9.51 15.8 7.72 9.69 12.4 15.4 13.1

砂質泥岩

34.55～34.95

CHCH CH CH CH CH

砂質泥岩 砂質泥岩 砂質泥岩 砂質泥岩 砂質泥岩

10.50～12.70 22.25～23.55 25.65～27.00

CH

密
度

深   度  GL-(m) 33.55～ 34.61 35.20～ 35.59

地   質 砂質泥岩 砂質泥岩

ゼイ性度

引

張
試

験

圧

縮
強

度

超

音
波

測
定

岩   級

砂質泥岩

CH

平均
孔  番・試料番号 BV-1-1： C1 BV-1-1： C2 BH-2：C5 BH-2：C6BH-2：C1 BH-2：C2 BH-2：C3 BH-2：C4

30.00～30.80 39.35～39.90

CH

5.4 室内岩石試験 

室内岩石試験結果の一覧を表 5.4.1に示す。 

ボーリングコア見直しにより、試験位置は全て CH 級と評価した。 

やや試験値にバラツキが認められるものの、圧縮強度は 47.9～225 MN/m2で、平均 102.8 MN/m2と

硬岩相当の強度を示している。 

超音波速度の平均値は、縦波（P 波）で 5.10km/sec、横波（S 波）で 2.47km/sec とこれも硬岩相当

の速度を呈している。 

表 5.4.1 室内岩石試験結果一覧 
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5.5 X 線回折試験 

試験試料の組成鉱物同定と含有粘土鉱物の同定ならびに量的評価からは、切羽等の安定上問題とな

るスメクタイトに代表される膨潤性粘土鉱物の含有は確認されなかった（表 5.6.1）。 

 

表 5.5.1  X 線回析試験結果一覧表 

BV-1-1                                 BH-2 
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5.6 土壌試験 

土壌分析試験は、水平ボーリング孔 BH-1、BH-2（水平）で採取した代表的な地質試料で実施してい

る。試験は和歌山県建設発生土管理基準（令和 2 年 11 月：和歌山県県土整備部）に示された環境基

準によっている。 

試験の結果によれば、4 試料とも、全ての項目において管理基準に適合している。（表 5.6.1）。 
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表 5.6.1 土壌試験結果一覧 

 

BH1 19m                                               BH1 76m                                                BH3 13m                                               BH2 47m 
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